
第６次幸手市総合振興計画市民検討会議 第２回記録 

平成３０年２月２６日（月） 

19：00 ～ 21：00  

１．オリエンテーション 

 ・第２回のテーマ「10 年後の幸手市をとりまく主要課題」に関する情報提供を、統計データをもとに行

いました。 

 

２．グループワーク 

・現在の幸手市の良い点・課題を検討した上で、10 年後の幸手市をとりまく主要課題を検討しました。 

・グループワークは２班に分かれて行いました。 

 

【主な検討結果】 

まちの良い点 まちの課題 

・子育て環境が良い 

・小規模な都市のため周囲に顔見知りが多い 

・権現堂堤や中川など、自然が豊か 

・公園、図書館、コミュニティーセンターがある 

・幸手 IC が開通した 

・幸手駅西口が整備される 

・東京へのアクセスが良く住みやすい 

・地価が安く住宅を求めやすい 

・「古き良き」が残っている 

・「幸手」という地名が良い 

・人口減少地区の未来 

・人口増か、小さくても良いまちを目指すか 

・車がないと住みにくい 

・市内をまわれる交通が充実していない 

・駅周辺に商店が少ない 

・防災性に不安がある 

・多彩な人材の宝庫だが活用していない 

 

 

 

幸手市の 10 年後の姿 10 年後の主要課題 

・後継者不足による小規模商店等の閉業 

・クビアカツヤカミキリの影響で桜がなくなる 

・若手世代の流出 

・小規模農家が少なくなる 

→荒地が増える 

→守りたい景観が失われる 

・まちなかの空洞化 

・空き家・空き店舗の増加 

・超高齢化社会 

・税収不足により環境整備が遅れ、人口減となる 

・地域内経済循環の活性化 

・空き店舗・空き家・空き地の活用 

・駅周辺の活性化 

・高齢者等の交通手段確保 

・子育て世代とともに教育環境の充実化をはかる 

・安定した収入が得られる農の育成 

・権現堂公園周辺の整備を活かす取組を行う 

例：BBQ 等で若い世代が集まるまち 

まちを回遊する仕組みの整備 

 


